
◇行 政 ・東 山 区 ・大 学連 携 事 業

　　　シ ンポ ジウム　 高齢 期 の 「食 」 とケ ア

[は じめ に]

　我が国の高齢 社会 への本格 的な移行 に伴 い、 医療 ・介護 ・福祉制度 を取 り巻 く状況は近年大

き く変 わ る中で、世界有数 の都市高齢地域 である東 山区におけ る 「高齢期 の食 とケ ア」 につ い

て、厚生労働省か ら須永将広氏 をお招 き し、現場 で活躍 されてい る福祉 サー ビスの方 々と食 の

支援 のあ り方 につ いて、下記 の通 り、行政、地域、大学 の コラボ レー シ ョンによる シンポジウ

ムを開催 した。特 に、大学 の管理栄養士課程 が加 わ った行政 と地域 による、 このよ うな取 り組

み は全国で もは じめての試 みで ある。

[内　　容]

開催 日時:平 成21年10月10日(土)14:00～16:30

場　　所:東 山区役所総合庁舎　 3階 大講堂

基調講演:厚 生労働省老健課保健課栄養管理係長　須永　将広氏

パネルディスカッション

　　　 コーデ ィネーター:本 学生活福祉学科准教授　山田　健司

　　　 パ　 ネ　 ラ　 ー:須 永　将広(厚 生労働省老健課保健課栄養管理係長)

　　　　　　　　　　　　 井上千鶴子(本 学生活福祉学科教授、 日本介護福祉学会会長)

　　　　　　　　　　　　 宮崎　由子(本 学食物栄養学科教授)

　　　　　　　　　　　　 木戸　詔子(本 学栄養 クリニ ック指導員)

　　　　　　　　　　　　 山田　明子(東 山区包括支援センター社会福祉士)

　　　　　　　　　　　　 高幡　秀昭(東 山区役所副支部長、東山福祉事務所長)

　須永氏 による基調講演 は、管理 栄養士 に係 わ る診 療報酬改訂(平 成20年)、 介護 報酬 制度改

訂(平 成21年)、 障害福祉 サー ビス報 酬改訂(平 成21年 度)の 背景 と今後 の管理 栄養士 に求め

られ る ものな どで あ り、わか りやす く説明 していただ き、介護保 険制度 を取 り巻 く状況か ら考

え る今後 の課題 につ いて の提言が あ った。 そ して、栄養 ケア ・マネ ジメ ン トの有効性や評価 に

関す るデ ータな ど も示 された。高齢化す る地域住民の健康を支 え るには行政、 医療、介護、福

祉 サー ビス機関 を通 して の栄養 ケア ・マネ ジメ ン トの重要性、行政、地域、大学 な どが一体 と

な って情報 を共有す るこ と、特 に、食 の専 門家 として の栄養 ケアの実施のための コーデ ィネー

トが でき る人材養成が望 まれて い るこ とを強調 され た。参加者 の多 くに貴 重な資料 が提供 され

た。

　パ ネル ジスカ ッシ ョンで は、 それぞれの専 門家の立場か ら意見が出 され、意見交換 を行 った。

　 まず、東 山区の高齢者 の生活 な どに関す る現状が報告 され、東 山区包括支援セ ンター社会福

一30一



祉士の方 か ら、地域の多 くが坂道なので、食糧購入 の困難、特 に要介護者の食事 は、家族 やホー

ムヘルパーの調理能力 や栄養 の知識 の必要性 が求 め られ、糖尿病 な どの疾病 をかか える対象者

も多 く、治療食 の必要性、摂食 ・嚥下 障害食 の対応 の重要性 な ど、実態 が報告 され、 その支援

が求 め られた。実 際、保健所 の管理栄養士 に支援 を求 めて も、地域包括支援 セ ンターはアウ ト

ソー シングと して立 ち上 げたので、行政 管理栄養士 の業務 でないので、係 わる ことが困難 であ

る。 また、京都府栄養士会 に支援 を求 めて も、特定 の地域 だ けを支援す るのは問題 があるな ど

の実情 が報告 された。求 め る管理栄養士 が何処 にい るか分 か らないのが現状 のよ うである。

　 また、 須永氏 か ら上記 に述 べた様 々な報酬 改訂が行 われて も、管理栄養士 が係 わる在宅 での

栄養 ケアやデイサー ビス ・介護 予防通所 リハ ビリテー シ ョンにお ける栄養改善加算 の算定件数

が極 めて低調であ るな どの指摘 が あった。

　現行 の制度で は管理 栄養士 が これ らの栄養ケ ア ・マネ ジメ ン トを実施 に移す には、 医師 の指

示 がない とで きな い。 また、地 域包括 セ ンターの職種 は介護 支援専 門員、社会福祉士、経験 の

あ る保健 師、看護 師で構成 されて いる。管理栄養士が構成 要員 とされていないな どの課題 があ

る。井 上氏か らも高齢期 の食の重要性 が具体的 に強調 された。

　以上 の ことを踏 まえ、超 高齢 社会の東 山区 とその連携 を もつ京都 女子大学 での今後 の連携事

業 の重 要性が語 られた。特 に昨年 に開設 した栄養 ク リニ ックの支援のあ り方 を具体 的に検討 し

てい く必要性が感 じられた。 これ を機 会 に、継続 して地 域 と大学で定期的に情報交換 を行 い、

地域 の住民の健康の向上 のため に貢献 で きれ ば と考え る。

　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　 (木戸詔子)
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